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第 5 章では、割れの主要因であると考えられる S の粒界偏析の影響を明らかにすべく、粒界偏析挙動に関する理論
解析を行った。その結果、 S の粒界偏析は、ピーク温度1000K 付近への加熱により、促進されることがわかった。
さらに、実験により計算結果が妥当であることが明らかとなった。
第 6 章では、第 5 章までの実験結果をもとに、多層溶接金属における延性低下割れ発生機構について考察した。そ




について考察した。その結果、多層溶接金属における高温割れは、 C 、 Nb の複合添加により防止できることがわかっ






















(5)多層溶接金属における延性低下割れおよび凝固割れは、 C 、 Nb の複合添加により、防止できることを明らかに
している。さらに、延性低下割れの防止は、 NbC の晶出および凝固組織の複雑化により、 S の偏析が軽減され
ることに加えて、粒界すべりが抑制されることによるとの結論を示している。加えて、凝固割れの防止機構は、
NbC の晶出により、液相中への Nb の偏析が軽減し、凝固時の国液共存温度範囲が小さくなるためであること
を示している。
以上のように本論文は、インパ一合金多層溶接金属における割れの特徴およびその発生機構を明確にしている。さ
らに、割れ防止に有効な合金元素の特定ならびにその有効組成範囲を明確にするとともに、その防止機構を解明して
いる。これらの知見は、低温用械器へのインパ一合金厚板の適用を拓くための重要な示唆を与えることが展望され、
その成果は、生産科学の発展に寄与するところが大である。よって、本論文は、博士論文として価値あるものと認め
る。
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